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★☆★ 少年少女登山教室 ☆★☆
～ スナップ～

８
月
１８
日
（日
）
少
年
少
女
登
山

教
室

（親
子
ふ
れ
あ
い
山
遊
び
）

が
、
三
重
県

・
朝
明
渓
谷
で
小
学

生
１９
人
、
保
護
者
１９
人
、
ス
タ
ッ

フ
Ｈ
人
の
４９
人
が
参
加
し
て
実
施

さ
れ
ま
し
た
。

毎
年
、
日
本
山
岳

。
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
協
会
の

「少
年
少

女
登
山
教
室
」
を
愛
知
県
は

「親

子
ふ
れ
あ
い
山
遊
び
」
と
称
し
て

沢
登
り
と
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
イ
ミ
ン

グ
体
験
を
通
し
て
、
山

。
自
然
に

親
し
ん
で
も
ら
お
う
と
実
施
さ
れ

て
い
ま
す
。

当
日
受
付
後
、
各
自
持
参
の
ヘ

ル
メ
ッ
ト
に
班
名

。
名
前
の
シ
ー

ル
を
貼
り
、
開
会
式
後
は
３
班
に

分
か
れ
て
入
川
ポ
イ
ン
ト
ヘ
移
動

し
、
花
商
岩
の
岩
の
間
の
澄
ん
だ

水
の
中
を
遡
行
し
ま
し
た
。

今
回
は
、
先
日
の
台
風
１０
号
の

影
響
か
水
量
も
多
く
、
大
き
な
岩

の
間
か
ら
流
れ
る
水
圧
に
押
し
流

さ
れ
る
場
面
も
あ

っ
た
が
、
子
供

た
ち
は
呆
敢
に
挑
戦
し
な
が
ら
、

指
導
員
の
適
切
な
判
断
と
補
助
で

シ
ャ
ワ
ー
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
を
体
験

し
ま
し
た
。
幸

い
天
候
に
恵
ま
れ

日
射
し
が
温
か
く
、
冷
え
た
体
を

温
め
て
く
れ
、
保
護
者
の
方
に
も

子
供
た
ち

の
頑
張
り
を
眺
め
な
が

ら

一
緒
に
な

っ
て
２
時
間
半

の
沢

歩

き
を
楽

し
ん

で
も

ら

い
ま
し

た
。終
了
後
、
ベ
ー
ス
の
山
小
屋
に

帰
り
、
昼
食
に
ス
タ

ッ
フ
手
作
り

の
カ
レ
ー

・
ス
パ
ゲ
テ
ィ
ー
や
デ

ザ
ー
ト
を
み
ん
な
で
賑
や
か
に
食

べ
ま
し
た
。

午
後
は
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
イ
ミ
ン

グ
を
体
験
。
高
さ
４

ｍ
の
人
工
壁

を
ト

ッ
プ

ロ
ー
プ
で
ク
ラ
イ
ミ
ン

グ
を
し
、
子
供
た
ち
は
回
数
を
重

ね
る
ご
と
に
う
ま
く
な

っ
て
い
き

何
回
も
ぶ
ら
下
が
り
な
が
ら
諦
め

ず
に
挑
戦
す
る
子
も
沢
山

い
ま
し

た
。
ま
た
、
お
父
さ
ん
お
母
さ
ん

も
日
頃
経
験
す
る
こ
と

の
な

い
ク

ラ
イ
ミ
ン
グ
を
存
分
に
楽
し
ん
で

い
ま
し
た
。

保
護
者

の
方
か
ら
、
子
供
た
ち

の
頑
張
る
姿
を
目
の
当
た
り
に
し

て

「
日
頃
体
験
で
き
な

い
こ
と
が

や
れ
て
大
変
良
か

っ
た
」

「
昼
食

の
カ
レ
ー
や
デ
ザ
ー
ト
も
美
味
し

か

っ
た
」
な
ど
と
感
想
を

い
た
だ

き
ま
し
た
。

最
後
に
お
手
伝

い
を
し
て
い
た

だ

い
た
各
会

の
み
な
さ
ん
、
有
難

度
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
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「
全
国
山
岳
遭
難
対
策
協
議
会

に
出
席
し
て
」

効
果
的
な
遭
難
対
策

の
た

裂
票

一局

橋
　
　
優

荒
川
三
山
か
ら
赤
石
岳

岩
倉
山
岳
会

長
谷
川

鈴
代

山
岳
会
に
入

っ
て
十
五
年
、
こ

の
間
幾
多
の
山
々
に
登
る
こ
と
が

で
き
た
。

昨
年
の
夏
に
取
り
組
ん
だ
荒
川

三
山
か
ら
赤
石
岳

へ
の
縦
走
は
、

今
も
強
く
私

の
心
に
残

っ
て
い

る
。
こ
の
山
行
は
数
年
前
か
ら
計

画
し
て
い
た
が
、
膝
を
痛
め
て
い

た
の
で
今
回
に
至

っ
た
。
友
人
を

誘

っ
て
二
人
で
山
々
の
頂
上
を
極

め
る
こ
と
に
し
た
。

一
日
目
　
出
発
の
日
は
大
雨
だ

っ
た
が
、
私
た
ち
は
意
気
揚
々
と

出
か
け
た
。
堪
島
ヒ
ュ
ッ
テ
に
着

く
頃
に
は
雨
も
あ
が
り
、
幸
先
の

良
さ
を
感
じ
た
。

二
日
目
　
い
よ
い
よ
登
山
の
始

ま
り
だ
。
ウ
キ
ウ
キ
し
た
心
地
で

出
発
し
た
が
、
直
ぐ
に
息
が
上
が

つ
た
。
し
か
し
、
長
い
道
の
り
も

楽
し
い
会
話
を
し
な
が
ら
乗
り
切

っ
た
。
駒
鳥
池
か
ら
の

一
時
間
は

き
つ
か
っ
た
。
千
枚
小
屋
に
着
く

と
直
ち
に
膝
の
ケ
ア
を
し
た
。
明

日
か
ら
に
備
え
て
、
湿
布
を
貼

っ

た
り
、
鎮
痛
剤
を
飲
ん
だ
り
し

た
。
幸

い
調
子
は
上
々
だ
。

三
日
目
　
か
」
来
光
も
バ
ッ
チ

リ
、
富
士
山
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ

ョ
ン
も
素
敵
だ
。
千
枚
岳
に
着
く

□

と
三
六
〇
度
の
展
望
が
待

っ
て
い

た
。
周
り
の
山
は
も
ち
ろ
ん
、
中

央
ア
ル
プ
ス

・
北
ア
ル
プ
ス

・
富

士
山
ま
で
素
晴
ら
し
い
眺
望
だ
。

ア
ツ
プ
ダ
ウ
ン
の
連
続
で
岩
場
も

ク
サ
リ
場
も
現
れ
る
。
岩
稜
帯
や

ザ
レ
場
を
踏
み
し
め
て
悪
沢
岳

。

中
岳

。
前
岳
を
踏
破
し
た
。
振
り

返
れ
ば
通

っ
て
き
た
道
を
見
下
ろ

す
こ
と
が
で
き
、
そ
れ
に
励
ま
さ

れ
ま
た
頑
張

っ
た
。
長
い
長
い
下

り
を
経
て
荒
川
小
屋
に
到
着
し
た
。

四
日
目
　
小
赤
石
岳
の
肩
ま
で

の
登
り
は
ま
る
で
壁
の
よ
う
に
迫

っ
て
見
え
た
。
こ
こ
が
い
ち
ば
ん

つ
ら
か

つ
た
と
こ
ろ
だ
。
そ
し
て

赤
石
岳
山
頂
に
到
着
し
た
。
友
と

ハ
グ
し
合
い
、
お
互
い
の
健
闘
を

た
た
え
、
し
ば
し
感
激
に
ひ
た

っ

た
。
そ
の
後
、
分
岐
か
ら
の
ガ
ラ

ガ
ラ
道
を
慎
重
に
下
り
、
赤
石
小

屋
に
着
い
た
。
い
つ
も
は
ガ
ス
に

隠
れ
て
し
ま
う
赤
石
岳
が
、
今
日

は
夕
方
に
な

っ
て
も
勇
姿
を
見
せ

て
く
れ
た
。

五
日
目
　
頑
張

っ
た
自
分
を
ほ

め
つ
つ
小
屋
か
ら
桂
島

・
畑
薙
第

一
ダ
ム
経
由
で
帰
途
に
つ
い
た
。

今
回
の
山
行
は
天
気
に
恵
ま

れ
、
ど
の
山
の
頂
上
か
ら
も
大
展

望
を
目
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

つ
ら
い
登
り
も
多
く
あ

っ
た
の
で

「苦
あ
れ
ば
楽
あ
り
」
め
人
生
訓
を

し

っ
か
り
学
ぶ
こ
と
と
な

っ
た
。

令
和
元
年
度
全
国
山
岳
遭
難
対

策
協
議
会

（主
催

。
ス
ポ
ー
ツ
庁
）

が
７
月
５
日
（金
）
１０
時
か
ら
、
文

部
科
学
省
３
階
講
堂
に
於
い
て
、

環
境
庁
、
警
察
庁
、
気
象
庁
、
消

防
庁
、
日
本
山
岳

・
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

イ
ミ
ン
グ
協
会
な
ど
か
ら
２
８
０

名
が
出
席
し
て
行
わ
れ
た
。

開
会
挨
拶
の
後
、
報
告
事
項
で

ま
ず

「平
成
３０
年
に
お
け
る
山
岳

遭
難
の
概
要
」
を
警
察
庁

。
橋
本

和
也
氏
か
ら
、
３０
年
度
の
特
徴
と

し
て
道
迷
い
。
転
倒
が
最
も
多
く

６０
歳
以
上
が
全
体
の
５０
％
を
占
め

て
お
り
、
外
国
人
登
山
者
の
遭
難

も
急
増
し
て
お
り
、
過
去
５
年
で

５
．
３
倍
に
な

っ
て
い
る
。

（次
頁
参

昭
じ次
に
報
告
Ⅱ

「長
野
県
消
防
学

校
の

『山
岳
救
助
科
』
の
概
要
に

つ
い
て
」
長
野
県
消
防
課

。
小
林

信
彦
氏
が
、
昨
年
よ
り
山
岳
遭
難

に
特
化
し
た

「
山
岳
救
助
科
」
チ

ー
ム
を
設
立
し
、
ス
キ
ル
向
上
を

目
指
し
て
い
る
。

続
い
て
講
演

「
コ
コ
ヘ
リ
に
よ

る
救
助
実
績
報
告
」
を
久
我

一
総

氏
が
①
現
状
と
捜
索
実
績
②
受
信

機
、
発
信
機
の
導
入
状
況
③
天
候

不
良
に
よ
る
ヘ
リ
出
動
制
限
、
ド

ロ
ー
ン
の
活
用
。
に
つ
い
て
述
べ

ら
れ
た
。

昼
の
休
憩
を
は
さ
ん
で
、
午
後

は
講
義
か
ら
始
ま

っ
た
。

「遭
難
対
策
の
多
様
性

（
マ
ト
リ

ス
ク
）
」
を
静
岡
大
学
教
授

。
村

越
真
氏
が

「事
故
の
プ
ロ
セ
ス
」

次
に
講
演
①

「安
全
登
山
対
策
の

更
な
る
充
実
に
向
け
て
」
を
富
山

県
自
然
保
護
課

。
中
村
直
弘
氏
。

講
演
②

「山
岳
安
全
対
策
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
に
つ
い
て
」
鳥
取
県
警

・

藤
本
亮
志
氏
。
講
演
③

「
山
岳
遭

難
救
助
の
リ
ス
ク
了
不
ジ
メ
ン
ト
」

を
富
山
県
警

・
柳
澤
義
光
氏
。
講

演
の
最
後
は

「
山
岳
遭
難
対
策
を

法
的
に
考
え
て
み
よ
う
」
を
弁
護

士

・
溝
手
康
史
氏
が
そ
れ
ぞ
れ
担

当
さ
れ
終
え
た
。

講
演
後
の
ま
と
め
と
し
て

「
よ

り
効
果
的
な
遭
難
対
策
の
た
め
に

は
」
を
テ
ー
マ
に
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ツ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
た
。

終
わ
り
に

「
山
岳
遭
難
事
故
防

止
の
た
め
に
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を

採
択
。
ま
た

「
３０
年
山
岳
診
療

所

。
救
護
所
ア
ン
ケ
ー
ト
」
の
報

告
が
あ
り
、
１７
時
過
ぎ
閉
会
し
た
。

げ葬ナ́が質

'し

て選べる三河地区
嬰馘す
まで のプロショップ

輛痛
〒448-0825
刈谷市神明町6-408
丁EL 0566(23)8611
定休日/火曜日

営業日寺間/10:00～ 20:00

予
′

株式会社リノポイント   〒491‐ 0835 愛知県一宮市あずら1‐ 5‐7
丁EL:0586‐ 58‐5021  FAX:0586‐ 58‐5022  E‐ ma‖ :ito@renopint.jp
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◆全国遭難発生概要

平成21年 平成22年 平成23年 平成24年 平成25年 平成26年 平成27年 平成28年 平成29年
平成30年

1構成比

発生件数 (件 ) 1,676 1,942 1,830 1,988 2,172 2,293 2,508 2,495 2,583 2,661

難 者数 (人 ) 2,085 2,396 2,204 2,465 2,713 2,794 3,043 2,929 3,111 3,129 100.0%

死者・行方不明者 317 294 275 284 320 311 335 319 354 342 10.9%

1可  著 269 262 244 249 278 272 298 278 315 298 9.5%

1行方不明者 48 32 31 35 42 39 37 41 39 44 1.4%

負  傷  者 670 832 819 927 1,003 11041 1,151 1.133 1,208 1,201 38.4%

無事救 出者 1,098 1,270 1,110 1,254 1,390 1,442 1,557 1,477 1,549 1,586 50.7%

◆態様別山岳遭難者
平成26年 平成27年 平成28年 平成29年 平成30年

人 数 人 数 人 数 人 数 人 数 構成比

道  迷  い 1,163 1,202 1.116 1,252 1,187 37.9%

滑 落 501 501 498 524 544 17.4%

転 任1 401 467 471 469 468 15.0%

病 を
風 187 232 229 232 276 8.8%

疲 労 162 172 204 175 237 7.6%

そ の  他 380 469 411 459 417 13.3%

転   落 90 107 108 100 100 3.2%

悪 天 候 42 70 18 18 39 1.2%

野生動物襲撃 48 43 42 63 18 0.6%

落   石 16 25 16 13 0.4%

雪   崩 9 17 8 65 5 0.2%

落   雷 1 00%

鉄 砲 水 2 2 0.0%

有毒ガス 0.0%

そ の 他 108 128 146 116 149 4.8%

不   明 65 78 84 95 3.0%

合  計 2,794 3,043 2,929 3,111 3,129 100.0%

◆年齢層別山岳遭難者
平成26年 平成27年 平成28年 平成29年 平成30年

人 数 人 数 人 数 人  数 人  数 構成比

20歳 未 満 153 201 174 189 176 5.6%

20 へ′ 29 222 228 194 261 216 6.9%

30 ヘン 39 281 277 291 240 280 8.9%

40 へ́  49 333 372 366 378 390 12.5%

50 へ′ 59 402 397 421 455 486 15.5%

60 へ′ 69 744 791 746 741 692 22.1%

70 へ′ 79 537 609 565 669 698 22.3%

80 へ′ 89 114 151 161 165 181 5.8%

90歳 以 上 6 14 10 13 10 0.3%

不 明 2 3 1 0.0%

合  計 2,794 3,043 2,929 3,111 3,129 100.0%
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◆目的別山岳遭難者
平成26年 平成27年 平成28年 平成29年 平成30年

人 数 人 数 人 数 人 数 人 数 構成比

山 2,151 2,283 2,101 2,223 2,315 74.0%

登   山 1,828 2,048 1,867 1,957 2,022 64.6%

ハイキング 188 106 110 136 161 5.1%

スキー登山 58 57 32 65 54 1.7%

沢 登 り 43 39 48 36 47 1.5%

岩 登 り 34 33 44 29 31 1.0%

山菜・茸取り 328 391 386 380 385 12.3%

そ の  他 315 369 442 508 429 13.7%

観   光 99 105 143 116 141 4.5%

作   業 43 40 40 45 43 1.4%

渓流釣り 31 26 32 43 25 0.8%

写真撮影 20 21 21 21 23 0.7%

自然観賞 14 14 18 13 0.4%

山岳信仰 10 8 9 15 4 0.1%

狩  猟 3 4 8 9 5 0.2%

ス キ ー

87

57 72 77 86 2.7%

そ の 他 85 92 147 73 2.3%

不   明 8 12 17 16 0.5%

合   計 2,794 3,043 2,929 3,111 3,129 100.0%

注 :平成27年から、「その他」から「スキー」を分離計上。

◆単独登山者の遭難状況
平成26年 平成27年 平成28年 平成29年 平成30年

人 数 人 数 人 数 人 数 人 数 構成比

遭 難  者 941 1,068 988 1,069 1,170 100.0%

死者。行方不明者 190 185 184 210 206 17.6%

1死 者 160 160 150 179 171 14.6%

1行方不明者 30 25 34 31 35 3.0%

負  傷  者 291 350 327 347 385 32.9%

無事救 出者 460 533 477 512 579 49.5%

全遭難者に占める単独

登山中の遭難者の害1合
33.7% 35.1% 33.7% 34.4°/。 37.4%

◆都道府県別山岳遭難発生状況

都道府県 発生件数
遭:

死者 |

誰者数 (人 )

行方不明者1負傷者 1無事救出
都道府県 発生件数

遭

死者

誰者数 (人 )

長野県 297 330 52 5 146 127 静岡県 123 146 10 52 80

北海道 201 243 17 2 82 142 富山県 123 131 5 2 76 48

東京都 147 185 5 2 100 78 兵庫県 118 133 9 1 45 78

山梨県 145 175 25 4 67 79 滋賀県 85 100 10 47 43

新潟県 136 157 18 4 53 82 岐阜県 61 65 12 2 26 25

群馬県 132 153 16 1 87 49 二重県 51 61 7 23 31

神奈川県 132 159 70 78 愛知県 37 44 3 13 28



令和元年 10月 22日 愛 知 岳 連 ニ ュー ス 第435号 (6)

６
０
０
０

ｍ
峰
登
頂
や
山
旅
楽
し
む
／

岡
崎
山
岳
会

水ヽ

田

日
日

今
年
、
愛
知
岳
連
内
の
５
団
体

か
ら
名
乗
り
出
た
６
名
で
Ｒ
Ｓ
Ｔ

（
リ
セ
ッ
ト
）
チ

ュ
ル
ー
登
山
隊

を
編
成
し
て
、
約
１
カ
月
半
に
わ

た
リ
ネ
パ
ー
ル
で
山
登
り
と
旅
を

お
こ
な

っ
て
き
ま
し
た
。
２６
歳
の

男
性
隊
員
を
除
く
と
、
平
均
年
齢

６０
歳
の
お
じ
さ
ん
、
お
ば
さ
ん
が

主
体
の
登
山
隊
で
す
。

４
月
半
ば
に
日
本
を
発
ち
、
４

月
２７
日
に
ア
ン
ナ
プ
ル
ナ
山
群
に

あ
る
チ
ュ
ル
ー

・
フ
ァ
ー

・
イ
ー

ス
ト

（６
０
３
８

ｍ
）
に
全
員
登

頂
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
全
員
で

テ
ィ
リ
チ
ョ
湖

（４
９
２
０

ｍ
）

を
見
学
。

次
に
５
名
は
ア
ン
ナ
プ
ル
ナ
周

遊
ト
レ
ッ
キ
ン
グ

〔カ
ン
サ
ー
ル

↓
ト
ラ
ン
パ
ス
峠

↑
ｂ
４
１
６

３

↓
ム
ク
チ
ナ
ー
ト
↓
タ
ト
パ
ニ
↓

ポ
カ
ラ
〕
を
行
い
、
５
月
１２
日
に

４
名
が
帰
国
し
ま
し
た
。

５
月
４
日
に
５
名
と
別
れ
た
Ｉ

氏
は
、
ア
ン
ナ
プ
ル
ナ
山
群
に
あ

る
ピ
サ
ン
ピ
ー
ク

（６
０
９
ｌ

ｍ
）

登
頂
。
そ
の
後
、
残

っ
た
Ｉ
氏
と

Ｎ
氏
の
２
名
で
ラ
ン
タ
ン
谷
ト
レ

ツ
キ
ン
グ
を
行
い
、
５
月
１８
日
に

ヤ
ラ
ピ
ー
ク

（５
５
２
０

ｍ
）
登

頂
。
そ
の
あ
と
Ｉ
氏
は
ア
ン
ナ
プ

ル
ナ
山
群
に
あ
る
マ
ル
デ
ィ
ヒ
マ

ー
ル

（
５
５
５
３

ｍ
）
の
Ｂ
Ｃ

（
４
５
０
０

ｍ
）
ま
で
ト
レ
ッ
キ

ン
グ
し
ま
し
た
。

Ｎ
氏
は
、
ゴ
ル
カ
０
バ
ン
デ
ィ

プ
ル
↓
チ
ト
ワ
ン
国
立
公
園
↓

ル

ン
ビ

ニ
↓
カ
ト

マ
ン
ズ
周
辺
の
旅

を
楽
し
み
ま
し
た
。

最
初
は
１
隊
で
は
あ
る
が
、
メ

イ
ン
で
あ
る
チ

ュ
ル
ー

・
フ
ァ

ー

・
イ
ー
ス
ト
登
山
後
は
、
各
人

が
好
む
ス
タ
イ
ル
で
、
思
い
思
い

の
旅
を
し
、
あ

つ
と
い
う
間
の
ひ

と
月
半
で
し
た
。

言
葉
の
苦
労
も
な
く
、
わ
が
ま

ま
な
行
程
を
受
け
入
れ
て
い
た
だ

い
た
ツ
ア
ー
登
山
会
社
の
ガ
イ
ド

さ
ん
と
、
こ
の
機
会
を
与
え
て
く

れ
た
家
族
や
周
囲
の
方
々
に
は
感

謝
―
感
謝
―
で
す
。

〔こ
れ
か
ら
に
思
う
事
〕

現
在
の
日
本
社
会
で
は
、
以
前

よ
り
長
期
体
暇
が
取
り
に
く
く
な

っ
て
き
て
い
ま
す
。
ま
た
、
登
山

者
の
指
向
性
の
変
化
に
よ
リ
ネ
パ

ー
ル
を
訪
れ
る
日
本
の
若
者
は
減

り
、
仕
事
を
リ
タ
イ
ア
し
た
６０
歳

く
ら
い
の
お
じ
さ
ん
や
お
ば
さ
ん

が
、
青
春
時
代
の
残
像
を
求
め
る

よ
う
な

「
還
暦
登
山
者
」
が
目
立

っ
て
き
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
ま

す
。
し
か
し
、
山
の
魅
力
が
減

っ

て
し
ま

っ
た
の
で
は
な

い
の
で

す
。
大
い
な
る
１
座
登
頂
を
求
め

る
こ
と
も
魅
力
的
で
す
が
、
地
図

を
眺
め
て
い
る
と
次
の
面
白
そ
う

な
プ
ラ
ン
が
浮
か
ん
で
き
ま
す
。

１
．
５
～
６
０
０
０

ｍ
峰
の
複
数

ピ
ー
ク
登
山

（メ
ラ
ピ
ー
ク
↓

ア
イ
ラ
ン
ド
ピ
ー
ク
↓
ロ
ブ
ジ

エ
）

２
　
５
～
６
０
０
０

ｍ
峰
の
縦
走

ピ
サ
ン
ピ
ー
ク
↓
チ
ュ
ル

（東

峰
↓
中
央
峰
↓
西
峰
）

３
．
ネ
パ
ー
ル
の
長
大
ト
レ
ッ
キ

ン
グ
ル
ー
ト

４
．
釣
り

。
自
転
車

。
バ
イ
ク

・

ラ
フ
テ
ィ
ン
グ

・
パ
ラ
グ
ラ
イ

ダ
ー

・
ト
レ
ラ
ン
な
ど
と
組
合

わ
せ
る
。

少
し
ビ
ッ
グ
な
こ
と
を
行
お
う

と
し
て
も
、
単

一
山
岳
会
で
の
行

動
集
約
で
は
人
が
集
ま
ら
な
い
の

が
現
状
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

そ
こ
で
超
山
岳
会
＝
山
岳
会
の
垣

根
を
越
え
た
山
岳
会

（例

。
岳
連

内
で
同
人
グ
ル
ー
プ
を
作
る
）
を

作

っ
て
、
ま
ず
は
情
報
交
換
を
お

こ
な
う
こ
と
も
大
切
か
な
と
思
い

ま
す
。

◆
１１
～
１
月
ス
ヶ
ジ
ュ
ー
ル

月  日 容内

11.5
11. 9～ 10

11.29

12.3
12.17

1.7
1.11

1.14

1.21

常任理事会 (OMCビ ル)
高体連 。新入大会 (釈迦ヶ岳 )
「遭難を考える」講演会 (県スポーツ会館)

常任理事会 (OMCビル)
冬山遭対会議 (県スポーツ会館 )

常任理事会

指導員集会 (刈谷アイリスホール)

第 2回登山部委員会 (県教育会館 )
第 4回理事会 (県スポーツ会館 )

CLIMBINe PARK  東三河初のクライミング施設

htto://climbing―oark.oom ['0532-26-3737

髪薫覆ン5=フ
住所 愛知県豊橋市萱町5番地 容0532-55-0125 htt● 〃― w monta市 alo

晰   М
海外 トレッキング/世界の出旅 専 Pヨ旅行会社
まずは「ツアーカタログ」ご請求下さい

個人&グループでのご利用お待ち申し上げます

名古屋営業所 TEL:052-581-3211
〒450-0002名 古屋市中村区名駅3-23-2第 3千福ビル 3階

FAX:052-561-3338  E― mall:nagOyaOalpine― tour.com

ホームページ http://www.alpine― tour.oom

建設業許可を取りたい、日本国籍を取得したい (帰

化 )、 遺言を公正証書で作成 したい、戸籍謄本や除

籍謄本を代行取得して欲しい、任意成年後見の相談

をしたい、会計記帳を頼みたい等々

〒460-0002 名古屋市中区丸の内 3丁 目21番21号
ω弱好ス屋大通駅から2分の 丸の内東桜 ビル1004号室

丁EL:090-4857-9130
∪RL:http://www.nygs¨ o■ice.com/


